
【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和3年1月20日

事　業　所　名

（ 252-0103

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

所　　在　　地

事 業 所 番 号

サービス種別

定　 員　 等

プライミーしろあん

□ 小規模多機能型居宅介護

■

1492600448

定員　計

神奈川県相模原市緑区原宿南2－6－10

評 価 結 果
市町村受理日

http://www.wam.go.jp/wamappl/hyoka/003hyoka/hyokanri.nsf/pSearch3?Open

令和3年4月13日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

15 ～ 22

自己評価項目

 1 ～ 14

令和2年12月15日

Ⅴ アウトカム項目

事業所はＪＲ「橋本」駅からバスに乗り、「原宿公園前」で下車、徒歩１分の静か
な住宅地にある、２ユニット１８人のグループホームです。法人はグループホー
ム、訪問介護事業所、デイサービスなどを運営しています。
＜優れている点＞
「プライミーしろあん」は利用者の「家」であることから、「安心・楽天・自由」
の理念の下、理念実現の為、職員が何をすべきか、家訓として「追求・共有・団
結」が決められています。利用者が安心して我が家で過ごせるよう職員は支援して
います。事業所と地域のつきあいは活発です。例年は自治会の祭りに参加していま
す。また事業所で行う餅つきには近所の人が参加しています。年２回行っている事
業所の避難訓練にも地域の人や自治会員が参加しています。今年度は新型コロナウ
イルスの対応の為、行事が中止と成っています。買い物や理美容は近隣の店に行く
ようにしています。傾聴ボランテアの人々が定期的に来ています。
＜工夫点＞
「利用者本位」のケアを実践しています。起床、食事、入浴、散歩などの時間は厳
密なスケジュールを決めず、我が家にいる時のように思いのまま暮らせるよう配慮
しています。居室担当者は食事メニューやレクリエーションなど、利用者の思いや
意向を出来るだけ活かしています。

「利用者本位」
　臨機応変に対応ができるよう、スケジュールを決めることなく日々の暮らしを
　お手伝いしています。
「チームケア」
　職員はお互いに協力し合い、思いやり合えるチーム力があります。
「明るく開放的な雰囲気」
　玄関は施錠していません。しろあんの理念「安心・楽天・自由」を胸に取り組
　んでいます。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 プライミーしろあん

 ユニット名 わおん

　Ⅴ　アウトカム項目
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的
に伝えながら、協力関係を築くように取り組
んでいる。

今年はコロナ禍のため書類を郵送にてご報告となっ
ておりますが、２ヶ月に１回、イベントなどの活動
報告を自治会や民生委員、高齢者支援センターなど
に配布しています。
会議の中で流しそうめんや園芸くらぶの活動への参
加協力に発展した事もありました。また他のグルー
プホームの運営推進会議の資料交換等も行っており
ます。

例年は、自治会役員、高齢者支援センター職
員、民生委員、家族、利用者がメンバーで、
２ヶ月に１回運営推進会議を開催していまし
たが、今年度は集合での会議は中止としてい
ます。今年度は運営推進会議のタイミングで
報告書をメンバーに郵送しています。

申請・報告等は出来る限り直接窓口に出向き対応し
ています。また担当者への問い合わせは気兼ねなく
できる状況であり、協力関係を気づいていると理解
しています。高齢者支援センター、市社協、生活保
護担当者とも情報交換をしています。また市グルー
プホーム連絡会の方々とも、意見交換などを行って
おります。

生活保護受給の人もおり、生活支援課と情報
交換をしています。日常の申請・報告は高
齢・障害者支援課と行っており、極力窓口に
出向き対応しています。地域包括支援セン
ターとは空き情報の提供をしています。市グ
ループホーム連絡会では、メンバーとも意見
交換を行っています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

今年はコロナ禍の為開催できていませんが、例年で
すと年6回行う運営推進会議に自治会や高齢者支援セ
ンターの方々に参加していただいたり、年2回行って
いる避難訓練にも参加していただくなどを通して、
近隣の方々との交流を定期的にとっております。事
業者内の買い物や理美容などは全て近隣で対応して
います。また自治会の祭りに参加したり、近所の
方々がボランティアとして傾聴ボランティアにも定
期的に来ていただいています。
最近では体調や職員体制にもよりますが、散歩や日
光浴など屋外で過ごす事もあります。

自治会に加入しており、例年は自治会の祭り
に参加しています。また事業所で行う餅つき
には近所の人が参加しています。今年度は新
型コロナ禍対応のため、行事を中止していま
すが、買い物や理美容は近隣の店に行ってい
ます。傾聴ボランテアも定期的に来ていま
す。最近でも散歩や日光浴など屋外で過ごす
こともあり、近隣の人と挨拶を交わしていま
す。

グループホーム協議会に今年から役員となり、定期
的に出席し、研修や役員会議にて他施設の方々や、
福祉センター等の方々と情報交換等を行っておりま
す。高齢者相談ネットワークにも参加しています。

プライミーしろあんでどのように過ごされたいか？
自分に置き換え、ご利用者様の目線から職員全員で
考えました。また理念とは別に、プライミーしろあ
んを「家」とし、理念実現の家訓（職員が何をすべ
きか）も設定しました。事業所内の各所に掲示し、
意識の共有を図っています。

事業所理念は「安心・楽天・自由」です。理
念は入居時に説明し、毎年研修を行い確認し
ています。また個人面談を行い、説明し、新
たに目標を立てるようにしています。理念は
フロア・事務所に掲示し、意識の共有を図っ
ています。

株式会社フィールズ



プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介護予
防サービス指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取
り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用で
きるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている。

普段のご面会時などを通してコミュニケーションを
心がけたり、運営推進会議でのご意見ご要望などを
早めに事業所運営に反映させています。定期的にケ
アプランの確認とともに、運営についても合わせて
確認もしております。また事業所内に目安箱を設置
しています。

面会時や家族会での来訪時や、運営推進会議
での意見・要望を聞いています。出された意
見は職員間で検討し、運営に活かすようにし
ています。家族に発信する情報誌「白庵日
和」では、事業所の活動を伝えています。利
用者の意見・要望なども汲み取り、運営に活
かしています。

成年後見制度を利用されている方が数名いらっしゃ
います。ご入居されてから手続きをされた方もお
り、制度や手続きについて資料を準備し、活用でき
るような体制を整えています。

普段のご面会時や運営推進会議、また電話連絡時な
ど契約内容の変更等について説明する機会をこまめ
にとることを心がけ、ご理解を頂けるよう取り組ん
でおります。改定等の手続きも早めに書類を使って
ご説明し、スムーズに完了しています。

事業所開設以来、各ユニット出入り口は施錠せずに
対応しています。内部勉強会にて3か月に1回身体拘
束についての正しい知識の習得に努め、ご家族様や
地域へも身体拘束をしない事業所として説明をして
います。

身体拘束廃止委員会と身体拘束の研修を３ヶ
月に１回行っています。アンケートを取り、
身体拘束廃止の意識付けを行っています。身
体拘束排除・虐待防止のマニュアルも整備し
ています。ユニット出入口の施錠は行ってい
ませんが、玄関は安全の為、施錠していま
す。外に出て行きたい利用者には、職員が同
行し見守っています。

毎月行っている職員ミーティングでケアカンファレ
ンスなどを通して話し合ったり、定期的に行う内部
勉強会では虐待の正しい知識習得を行うと共に、普
段から職員間で情報共有を行い、虐待を見過ごすこ
となく、また防止にも努めています。

株式会社フィールズ



プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、や
りがいなど、各自が向上心を持って働けるよ
う職場環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、本人の安心を確保するための関
係づくりに努めている。

市グループホーム連絡会及び県グループホーム協議
会に所属しています。その会ではお互いの施設見学
会や勉強会も開催し、その際にも様々な職員が交流
の機会を作り、やりがいを見出したり、情報共有が
できるようにして、お互いにサービスの向上となる
よう取り組んでいます。今後イベントなども開催し
ていくことを計画中です。

事前情報収集を十分に行うとともに、ご家族様やご
本人様から普段のコミュニケーションをとおして信
頼関係構築のポイントを見出すと共に、環境の変化
はご利用者様の不安や混乱に繋がる事を各職員にも
理解を求め、ご入居当初は意識的に「その方を知
る」事に職員全員で取り組み、その方の過ごしやす
い環境作りを第一にケアしています。

各職員に年に１回、自己評価を行い自己の振り返り
をすると共に、自身の１年間の目標を設定していま
す。また居室担当やイベントなどの係担当を設置
し、各職員のやりがいに繋げています。また各職員
の働きやすい勤務時間に調整しています。

内部勉強会を定期的に開催し、また勤務表を工夫し
出来る限り多くの職員が参加出来るよう事業所とし
て配慮しています。また他事業者との交流や、地域
等の会議や勉強会などから得られた情報も職員会議
にて報告し、職員教育につながる情報の発信を事業
所として取り組んでいます。

今年はコロナ禍のため、書類のみの時もあります
が、ミーティングの機会を持ち、職員が意見を言え
る場の整備をしています。また普段から業務や申し
送りなどを通してコミュニケーションをとりながら
意見や提案を吸い上げて実現できるように支援して
います。１年に１回は個別に意見や提案を聞く機会
を設けています。

ミーティングや日常の業務の中で職員は気軽
に意見を伝えています。管理者はいつでも職
員からの意見や提案を聞くようにしていま
す。研修などの要望に対しては積極的に対応
しています。年に１回、個別面談を行い、働
きやすい環境に向けた努力をしています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家
族等が「その時」まず必要としている支援を
見極め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いて
いる。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に
本人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている。

ご本人様の生活歴から現在の状況をよく把握し、今
までと変わりない暮らしが続けられるよう対応して
います。ご家族様やお知り合いの方の面会のほか、
ご利用者様の中に携帯電話をお持ちの方もいられ、
直接ご家族様へ連絡される方もいられます。
例年ですとご家族様との外食やお墓参り、外泊など
に出掛ける方もいらっしゃいます。

利用者の知人・友人との定期的なコミュニ
ケーションを取る人もおり、職員は継続的に
支援しています。料理の得意な人は毎日、料
理に携わっています。毎年馴染みの神社に初
詣に行く利用者もいます。新型コロナウイル
ス対応のため、出かける機会は減っています
が、例年は家族と外食や墓参り、外泊などに
出かけています。

ご利用者様一人ひとりの能力を見極め、その方が何
がどこまで出来るのかをケアカンファレンスなどで
情報を共有し、その情報を活かして活動・活躍の機
会を設けています。全てに手を出すことが介護では
ない事を職員は理解して対応しています。

毎月、写真付きのお手紙にてご様子をお伝えしてい
ます。判断や報告を急ぐ内容は電話にて連絡し、事
業所主導ではなく、共に支える姿勢で取り組んでい
ます。面会簿にはご家族様との連絡メモも取り入
れ、意見交換ができるようにしております。

ご家族様との信頼関係構築のため、入居相談時点か
ら十分にコミュニケーションをとり、ご家族様やご
本人様のお気持ちなど理解する事を心がけていま
す。ご入居後はご面会時の他、電話や手紙を使って
情報の共有に取り組んでいます。（報告・連絡・相
談）特に入居1～2週間は小まめにご家族様と情報共
有をしております。

ご本人様及びご家族様の要望は必ず伺います。また
情報収集においてアセスメントをしっかり行い、ケ
アカンファレンスなどにも明記し、全スタッフで課
題・目標・サービス内容を見極めて、日々取り組ん
でおります。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るような支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じて
本人・家族の経過をフォローし、相談や支援
に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている。

入居相談時の情報収集の他、ご入居されてからもそ
の方を知ることを続け、その方の暮らしや思いの把
握に努めています。サービス内容に関して、事実と
結果を記録する事で、経過の把握や状態変化の早期
発見に繋げています。またその内容をご家族様にも
ご報告しております。

健康状態・精神状態・暮らしのリズムなど、監視す
るのではなく常にアンテナを張って現状の把握に努
めています。また何気ない会話や動き・表情など、
まずは普段を知ることで、変化に早く気づける事や
申し送りの重要性を理解して取り組んでいます。

必要に応じて相談や支援にむけて取り組む姿勢で
す。

入居相談時や日常的な関わりの中からご本人様一人
ひとりの希望や意向を吸い上げ、実現に向けて取り
組んでいます。理美容の希望・食べたい物・やりた
い事、化粧品など、早い段階で実現できるよう対応
しています。その日の天候や気分によって、衛生面
には要注意をしながら近所の散歩などで外出するこ
ともあります。

入居時および定期的にアセスメントを行い、
利用者の思いや意向を把握しています。把握
した思いや意向は会議で情報を共有していま
す。思いや意向を言えない利用者に対しては
利用者の表情・しぐさから判断したり、家族
から情報を得るようにしています。

日常生活の中から、皆様の役割をごく自然な流れの
中で形成し、共に協力しながら活動されていらっ
しゃいます。トランプゲームを誘い合ったり、塗り
絵や創作作業で作ったブローチなどの作品を褒め
合ったり、利用者様同士で自然に関わりをもたれて
いらっしゃいます。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成してい
る。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共有
しながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニー
ズに対応して、既存のサービスに捉われな
い、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全
で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支
援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係
を築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している。

定期的な往診や訪問看護以外にも、緊急を要する場
合はお電話で、その他は毎週医療連携記録で医療情
報をお伝えしています。健康チェックは毎日2回以上
は行い、検査、健康診断、専門医の受診や医療相談
など適切な医療が受けられるよう支援しています。
その情報はご家族様にも報告しております。

日常的な利用者の診察は、協力医と連携し実
施しています。内科医と看護師の来訪は毎週
１回、歯科検診は年１回実施しています。受
診結果は「医療連携記録」として医師、看護
師、利用者、家族、職員で情報共有していま
す。外来受診は、職員が付き添い通院してい
ます。

日用品、希望品、理美容等、一括管理はせず、直接
お店に出向いて自己決定のもとその方に合わせた柔
軟な対応が出来ています。帰宅願望が見られた際
は、気持ちが落ち着かれるまで一緒にお話や外出を
しています。またお天気の良い日は気軽にお散歩な
どに出かけ、皆様が気持ちよく過ごせるように一人
ひとりのペースに合わせて支援しております。

買い物、出前などはできるだけホーム近隣を活用し
ています。訪問理美容も利用しております。

居室担当者と計画作成担当者でケアを見直したの
ち、職員全員でカンファレンスを行い日常生活に反
映できるようにしております。その方を取り巻く全
ての環境からの情報を総合し、現状に即した介護計
画を作成しています。意向の把握と十分な説明や結
果の報告にも配慮しています。

介護計画はケアマネジャーを中心に各担当者
が確認し、さらに他のスタッフとも検討し、
作成しています。定期的にモニタリングを行
い、訪問医や看護師の意見を取り入れ、３ヶ
月に１回見直しを行っています。介護計画の
見直した際には家族に説明し、了解を得てい
ます。

介護計画に基づいたケース記録とその方の生活リズ
ムが把握出来る個人日常記録を使っています。介護
計画を日々の記録に活用することで、毎日モニタリ
ングを行い、また生活リズムを把握することで変化
や原因の把握に役立ってています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護
師等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援してい
る。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよ
うに、また、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から本人・家族等と話し合いを行
い、事業所でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いてい
る。

主治医作成の資料をもとに、事故発生時の対応、救
急時の対応は勉強会を定期的に実施し、職員全員で
正しい知識の習得に取り組み、実際にＡＥＤを使用
したこともあります。また連絡体制を確認し合い、
職員間の協力体制も整えています。

昼間、夜間を想定しての避難訓練、通報訓練、初期
消火訓練と実施しています。訓練の他、火災通報装
置の取り扱いについても年に２回の説明を受けてい
ます。毎年勉強会を行ったり、断水訓練も実施し、
災害時の対応（貯水槽から水を汲み、トイレや手洗
いなどに使用・お皿にラップをするなど）も行って
おります。

年２回の避難訓練は、看取りの人を除き利用
者は全員参加し、自治会員も参加していま
す。防災機器類については、専門事業者を招
き取扱い方などを確認しています。防災マ
ニュアルに基づき、年１回、職員研修を開催
しています。防災備蓄品は台帳で管理し、備
蓄食糧品等は３日分を確保しています。

介護サマリーの提出の他、必要な情報は提供してい
ます。入院中は面会しご本人様の状態確認をすると
共に、ご家族様や病院関係者との情報交換に努めて
います。話し合いの場に参加するなど早期退院に向
けて協力し、また退院後の対応についてもご本人様
やご家族様の安心できるような環境づくりを往診医
とともに心がけております。

ご本人様とご家族様の希望をしっかりとお聞きし、
なるべく早めに主治医を交えて方向性を話合い、取
り組んでいます。また医療機関とも協力し苦痛や不
安のないようサポートすると共に、関係者とは情報
を共有しながらチームで支援する体制を整えていま
す。もし看取り介護が必要な際は、職員の勉強会を
開き、再確認するようにしております。また家族会
でも話し合いの場を設け、看取りなどについて再度
ご説明をしております。

看取りが必要と判断した際は「看取り協議内
容同意書」により家族の同意を得ています。
職員研修は年に１回開催し、看取り開始時に
も行っています。日頃から家族会で健康面に
ついて情報共有し、看取りに際しては、チー
ムで支援ができるよう専門医と連携して対応
しています。

医療連携記録を作り報告相談をしています。また訪
看時には直接相談しています。ご利用者様の健康を
管理し、協力体制を整え、適切な医療が受けられる
よう支援しています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日
をどのように過ごしたいか、希望にそって支
援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができる
ように支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員が
一緒に準備や食事、片付けをしている。

メニュー係を毎年各職員に担当させ、メニューに変
化をもたせ、彩り、季節、節句などを取り入れて五
感に働きかけるようなメニュー作りに努めていま
す。誕生日はご希望メニューをご用意しています。
調理、配膳準備、盛りつけ、食器洗い、食器拭きな
どは一緒に取り組んでいます。定期的に出前・お弁
当なども頼んでおります。

食材は買い物担当の職員が調達しています。
利用者も同行して買い物を楽しむこともあり
ます。家庭菜園があり、利用者と一緒に収穫
し、メニューづくりに活かしています。ミキ
サー食や流動食などの工夫をし、要望に応じ
て釜めしなどの出前をとって食事を楽しむこ
ともあります。

1日のスケジュールを決めず、その日の天候や一人ひ
とりの体調やご気分に合わせて対応しています。静
かに過ごされたい方、アクティブに過ごされたい方
など、ご様子を見ながらまたご希望を伺いながら希
望にそった支援をしています。

その日の衣類は起床後になるべくご自身で決めて頂
けるよう支援すると共に、必要であればその方の好
みや意向を探り、購入も検討しながら対応していま
す。重ね着や衣類の乱れが見られた際は、さりげな
く着こなしを援助しています。理美容は一覧表で管
理し、身だしなみに配慮しています。

接遇面などにおいて会議などを通して職員教育を行
い、一人ひとりに合わせた言葉掛けや対応に取り組
んでいます。強制したり、諦めたりすることなく、
その方の暮らしが実現できるよう日々工夫をしなが
ら対応しています。

日頃から利用者の人格を尊重し、丁寧な言葉
遣いを心がけています。理解しやすい言葉を
選んで会話し、好きな食べ物を聴き取り、献
立に加えるなど工夫しています。個人情報
は、保管場所の施錠や電子データのパスワー
ド管理により、セキュリティ対策を徹底して
います。

食べたい物、行きたい所、ほしい物、やりたい事な
ど、普段からコミュニケーションをとり、一人ひと
りの思いや表現を逃さぬよう、また思いを表現でき
たり、自己決定ができるような環境や働き掛けに取
り組んでいます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ
た口腔ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予
防に取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入浴
の支援をしている。

排便状況を記録し、状態の把握に努めています。牛
乳などの乳製品・プルーン・押し麦・運動・水分な
ど自然排便への取り組みを行っています。下剤が必
要な場合は医療機関と相談しながら繰り返し調整を
行い、その方に合わせて対応しています。

入浴は曜日を決める事なく、ご本人様の体調や気分
に寄り添い、お一人ずつゆっくりと入って頂いてい
ます。お誘いのタイミングや声のかけ方に工夫する
と共に、無理強いせずにシャワー浴、清拭、機械
浴、衣類交換なども含めて臨機応変に対応していま
す。

入浴は体調や意向に応じて２、３日に１回を
目安としています。浴室は明るく、湯張りは
こまめに行い、ゆったりと入浴を楽しむこと
ができます。入浴を拒んだり困難な場合は、
その都度検討し、対応職員を変更したり、声
掛けを頻繁に行うなど、きめ細やかな対応を
心がけています。

普段から食事の際はお茶をご用意して、食後に残渣
物が残らないよう注意しています。就寝時は口腔ケ
アを援助し、義歯の洗浄管理も行っています。歯科
医による定期検診を行い、口腔内管理を行っていま
す。

排泄状況を記録し、一人ひとりのリズムや状態の把
握は毎日行い、職員同士で連携して支援していま
す。安易に排泄用品に頼ることなく、トイレ案内を
増やしたりタイミングや声掛けの工夫をすること
で、自立にむけた排泄支援を行っています。

トイレはスペースを十分確保し、職員は利用
者の体調に応じて適時、声かけを行いトイレ
に誘導しています。羞恥心をもたないよう、
できるだけ離れて見守るよう心がけ、排泄の
時間や状態を記録しています。リハビリパン
ツから通常のパンツに戻った利用者もいま
す。

食事は摂取量、栄養バランスを考慮して組み立て、
結果を記録し、必要な場合は修正しながら次に繋げ
る工夫をしています。好き嫌いなどは入所前にご本
人様やご家族様から趣向を確認し、柔らかさ、大き
さなども一人ひとりに合わせると共に、食事と水分
摂取量は毎日記録しています。また季節ごとに季節
感が出るメニューにも各スタッフにアンケートをと
りながら作り替えております。
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。また、
普段は行けないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる。

お金の所持は、ご本人様とご家族様とで相談し決め
ています。お花や化粧水など、希望品をご自身で購
入されている方もいます。

日常生活の中で自然にご自身の役割を認識されてい
る方、促す事で参加される方など、一人ひとりのお
好きな活動や出来る活動を見極めて対応していま
す。レクリエーションなどで、気分転換や楽しみの
機会も作っています。

散歩に外出したり、外出が難しい方でも敷地内のベ
ンチで日光浴など、その方の体調や気分など状況に
合わせて戸外への活動を支援しています。また季節
によってはプランターにミニトマトなどを栽培し、
収穫などもしております。

外出は利用者の意向を尊重し、その日の天
候、体調を見て職員が付き添って出かけてい
ます。近隣の公園に出かけたり、食材や生活
用品の購入など、職員に同行して出かけるこ
ともあります。餅つきや流しそうめんなどの
レクリェーションを開催し、屋外で過ごす機
会を設けています。

就寝時間や起床時間を含め、1日のスケジュールを決
めていないため、その方のペースに合わせて休息を
援助しています。衣類、寝具、室温等に注意すると
共に、安心感、空腹感、排泄など色々な角度から安
眠・休息を支援しています。

お一人ずつの服薬表はすぐに確認出来るよう設置し
ています。変更があれば、その都度各職員に報告し
ております。医師・薬剤師から薬に関する情報や指
導を得ると共に、経過についての報告を行い、連携
を取りながら対応しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
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外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしてい
る。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫してい
る。

ご入居時に新しい物を購入される必要はなく、皆様
が住み慣れた環境で安心して過ごせるように、その
方の部屋をそのまま再現できるように支援していま
す。長年使っているタンス・テレビ・布団・テーブ
ルセットなど、その方の過ごしやすい場所となるよ
う対応しております。

居室はフローリングで、エアコンが備え付け
られています。利用者は、その他の備品や使
い慣れた馴染みの品などを自由に持ち込むこ
とができます。居室の清掃は職員と利用者が
協力して行っています。

各所に手すりを設置すると共に、通路に面したトイ
レ・洗面所・居室は、導線とわかりやすさに配慮し
た作りになっています。レバーやスイッチなどは、
あえて手動式を取り入れています。自立した生活が
送れるよう、状況・状態に応じて取り組んでいま
す。

共有スペースはご利用者様が安心・安全に暮らし、
心地よい日光や風が入るような「家」を意識して整
備しています。また、五感に働き掛けるような工夫
や強い刺激がないよう、居心地のよさにも配慮して
います。思い出の写真なども飾っております。

居間兼食堂は明るくゆったり寛ぐことができ
ます。共有空間には季節ごとの飾りや写真な
どを展示し、利用者が居心地よく過ごせるよ
う飾りすぎず、落ち着いた空間となるよう工
夫しています。共用廊下は、安全に安心して
移動できるよう、手すりやフットライトを備
え付けています。

マスクなどをできるだけ使用し、衛生面を十分に注
意しながら、別のユニットとを行き来される方や共
有スペースにて笑顔でお喋りを楽しまれている場面
は毎日見受けられています。居室で寛がれたり、窓
やベランダから景色を眺められたりと移動は自由で
す。事務所を好まれる方もいらっしゃいます。

今年はコロナ禍のため、ご家族様との交流は面会は
玄関先にてアルコール消毒や体温測定等の健康
チェックを行い、十分に換気をしながら行っており
ます。ご家族様との関わりは心の安心へ繋がる事を
理解し、気軽に交流して頂けるよう、また交流が継
続できるよう対応しております。ご面会時には時折
写真も撮らせていただき、お送りしております。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 プライミーしろあん

 ユニット名 かのん

　Ⅴ　アウトカム項目
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向け

て
期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的
に伝えながら、協力関係を築くように取り組
んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

プライミーしろあんでどのように過ごされたいか？
自分に置き換え、ご利用者様の目線から職員全員で
考えました。また理念とは別に、プライミーしろあ
んを「家」とし、理念実現の家訓（職員が何をすべ
きか）も設定しました。事業所内の各所に掲示し、
意識の共有を図っています。

今年はコロナ禍の為開催できていませんが、例年で
すと年6回行う運営推進会議に自治会や高齢者支援セ
ンターの方々に参加していただいたり、年2回行って
いる避難訓練にも参加していただくなどを通して、
近隣の方々との交流を定期的にとっております。事
業者内の買い物や理美容などは全て近隣で対応して
います。また自治会の祭りに参加したり、近所の
方々がボランティアとして傾聴ボランティアにも定
期的に来ていただいています。
最近では体調や職員体制にもよりますが、散歩や日
光浴など屋外で過ごす事もあります。

グループホーム協議会に今年から役員となり、定期
的に出席し、研修や役員会議にて他施設の方々や、
福祉センター等の方々と情報交換等を行っておりま
す。高齢者相談ネットワークにも参加しています。

今年はコロナ禍のため書類を郵送にてご報告となっ
ておりますが、２ヶ月に１回、イベントなどの活動
報告を自治会や民生委員、高齢者支援センターなど
に配布しています。
会議の中で流しそうめんや園芸くらぶの活動への参
加協力に発展した事もありました。また他のグルー
プホームの運営推進会議の資料交換等も行っており
ます。

申請・報告等は出来る限り直接窓口に出向き対応し
ています。また担当者への問い合わせは気兼ねなく
できる状況であり、協力関係を気づいていると理解
しています。高齢者支援センター、市社協、生活保
護担当者とも情報交換をしています。また市グルー
プホーム連絡会の方々とも、意見交換などを行って
おります。
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プライミーしろあん

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向け

て
期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介護予
防サービス指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解しており、玄
関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取
り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用で
きるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている。

事業所開設以来、各ユニット出入り口は施錠せずに
対応しています。内部勉強会にて3か月に1回身体拘
束についての正しい知識の習得に努め、ご家族様や
地域へも身体拘束をしない事業所として説明をして
います。

毎月行っている職員ミーティングでケアカンファレ
ンスなどを通して話し合ったり、定期的に行う内部
勉強会では虐待の正しい知識習得を行うと共に、普
段から職員間で情報共有を行い、虐待を見過ごすこ
となく、また防止にも努めています。

成年後見制度を利用されている方が数名いらっしゃ
います。ご入居されてから手続きをされた方もお
り、制度や手続きについて資料を準備し、活用でき
るような体制を整えています。

普段のご面会時や運営推進会議、また電話連絡時な
ど契約内容の変更等について説明する機会をこまめ
にとることを心がけ、ご理解を頂けるよう取り組ん
でおります。改定等の手続きも早めに書類を使って
ご説明し、スムーズに完了しています。

普段のご面会時などを通してコミュニケーションを
心がけたり、運営推進会議でのご意見ご要望などを
早めに事業所運営に反映させています。定期的にケ
アプランの確認とともに、運営についても合わせて
確認もしております。また事業所内に目安箱を設置
しています。
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、や
りがいなど、各自が向上心を持って働けるよ
う職場環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、本人の安心を確保するための関
係づくりに努めている。

今年はコロナ禍のため、書類のみの時もあります
が、ミーティングの機会を持ち、職員が意見を言え
る場の整備をしています。また普段から業務や申し
送りなどを通してコミュニケーションをとりながら
意見や提案を吸い上げて実現できるように支援して
います。１年に１回は個別に意見や提案を聞く機会
を設けています。

各職員に年に１回、自己評価を行い自己の振り返り
をすると共に、自身の１年間の目標を設定していま
す。また居室担当やイベントなどの係担当を設置
し、各職員のやりがいに繋げています。また各職員
の働きやすい勤務時間に調整しています。

内部勉強会を定期的に開催し、また勤務表を工夫し
出来る限り多くの職員が参加出来るよう事業所とし
て配慮しています。また他事業者との交流や、地域
等の会議や勉強会などから得られた情報も職員会議
にて報告し、職員教育につながる情報の発信を事業
所として取り組んでいます。

市グループホーム連絡会及び県グループホーム協議
会に所属しています。その会ではお互いの施設見学
会や勉強会も開催し、その際にも様々な職員が交流
の機会を作り、やりがいを見出したり、情報共有が
できるようにして、お互いにサービスの向上となる
よう取り組んでいます。今後イベントなども開催し
ていくことを計画中です。

事前情報収集を十分に行うとともに、ご家族様やご
本人様から普段のコミュニケーションをとおして信
頼関係構築のポイントを見出すと共に、環境の変化
はご利用者様の不安や混乱に繋がる事を各職員にも
理解を求め、ご入居当初は意識的に「その方を知
る」事に職員全員で取り組み、その方の過ごしやす
い環境作りを第一にケアしています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家
族等が「その時」まず必要としている支援を
見極め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いて
いる。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に
本人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている。

ご家族様との信頼関係構築のため、入居相談時点か
ら十分にコミュニケーションをとり、ご家族様やご
本人様のお気持ちなど理解する事を心がけていま
す。ご入居後はご面会時の他、電話や手紙を使って
情報の共有に取り組んでいます。（報告・連絡・相
談）特に入居1～2週間は小まめにご家族様と情報共
有をしております。

ご本人様及びご家族様の要望は必ず伺います。また
情報収集においてアセスメントをしっかり行い、ケ
アカンファレンスなどにも明記し、全スタッフで課
題・目標・サービス内容を見極めて、日々取り組ん
でおります。

ご利用者様一人ひとりの能力を見極め、その方が何
がどこまで出来るのかをケアカンファレンスなどで
情報を共有し、その情報を活かして活動・活躍の機
会を設けています。全てに手を出すことが介護では
ない事を職員は理解して対応しています。

毎月、写真付きのお手紙にてご様子をお伝えしてい
ます。判断や報告を急ぐ内容は電話にて連絡し、事
業所主導ではなく、共に支える姿勢で取り組んでい
ます。面会簿にはご家族様との連絡メモも取り入
れ、意見交換ができるようにしております。

ご本人様の生活歴から現在の状況をよく把握し、今
までと変わりない暮らしが続けられるよう対応して
います。ご家族様やお知り合いの方の面会のほか、
ご利用者様の中に携帯電話をお持ちの方もいられ、
直接ご家族様へ連絡される方もいられます。
例年ですとご家族様との外食やお墓参り、外泊など
に出掛ける方もいらっしゃいます。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るような支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じて
本人・家族の経過をフォローし、相談や支援
に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている。

日常生活の中から、皆様の役割をごく自然な流れの
中で形成し、共に協力しながら活動されていらっ
しゃいます。トランプゲームを誘い合ったり、塗り
絵や創作作業で作ったブローチなどの作品を褒め
合ったり、利用者様同士で自然に関わりをもたれて
いらっしゃいます。

必要に応じて相談や支援にむけて取り組む姿勢で
す。

入居相談時や日常的な関わりの中からご本人様一人
ひとりの希望や意向を吸い上げ、実現に向けて取り
組んでいます。理美容の希望・食べたい物・やりた
い事、化粧品など、早い段階で実現できるよう対応
しています。その日の天候や気分によって、衛生面
には要注意をしながら近所の散歩などで外出するこ
ともあります。

入居相談時の情報収集の他、ご入居されてからもそ
の方を知ることを続け、その方の暮らしや思いの把
握に努めています。サービス内容に関して、事実と
結果を記録する事で、経過の把握や状態変化の早期
発見に繋げています。またその内容をご家族様にも
ご報告しております。

健康状態・精神状態・暮らしのリズムなど、監視す
るのではなく常にアンテナを張って現状の把握に努
めています。また何気ない会話や動き・表情など、
まずは普段を知ることで、変化に早く気づける事や
申し送りの重要性を理解して取り組んでいます。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成してい
る。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共有
しながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニー
ズに対応して、既存のサービスに捉われな
い、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全
で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支
援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係
を築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している。

居室担当者と計画作成担当者でケアを見直したの
ち、職員全員でカンファレンスを行い日常生活に反
映できるようにしております。その方を取り巻く全
ての環境からの情報を総合し、現状に即した介護計
画を作成しています。意向の把握と十分な説明や結
果の報告にも配慮しています。

介護計画に基づいたケース記録とその方の生活リズ
ムが把握出来る個人日常記録を使っています。介護
計画を日々の記録に活用することで、毎日モニタリ
ングを行い、また生活リズムを把握することで変化
や原因の把握に役立ってています。

日用品、希望品、理美容等、一括管理はせず、直接
お店に出向いて自己決定のもとその方に合わせた柔
軟な対応が出来ています。帰宅願望が見られた際
は、気持ちが落ち着かれるまで一緒にお話や外出を
しています。またお天気の良い日は気軽にお散歩な
どに出かけ、皆様が気持ちよく過ごせるように一人
ひとりのペースに合わせて支援しております。

買い物、出前などはできるだけホーム近隣を活用し
ています。訪問理美容も利用しております。

定期的な往診や訪問看護以外にも、緊急を要する場
合はお電話で、その他は毎週医療連携記録で医療情
報をお伝えしています。健康チェックは毎日2回以上
は行い、検査、健康診断、専門医の受診や医療相談
など適切な医療が受けられるよう支援しています。
その情報はご家族様にも報告しております。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護
師等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援してい
る。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよ
うに、また、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から本人・家族等と話し合いを行
い、事業所でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いてい
る。

医療連携記録を作り報告相談をしています。また訪
看時には直接相談しています。ご利用者様の健康を
管理し、協力体制を整え、適切な医療が受けられる
よう支援しています。

介護サマリーの提出の他、必要な情報は提供してい
ます。入院中は面会しご本人様の状態確認をすると
共に、ご家族様や病院関係者との情報交換に努めて
います。話し合いの場に参加するなど早期退院に向
けて協力し、また退院後の対応についてもご本人様
やご家族様の安心できるような環境づくりを往診医
とともに心がけております。

ご本人様とご家族様の希望をしっかりとお聞きし、
なるべく早めに主治医を交えて方向性を話合い、取
り組んでいます。また医療機関とも協力し苦痛や不
安のないようサポートすると共に、関係者とは情報
を共有しながらチームで支援する体制を整えていま
す。もし看取り介護が必要な際は、職員の勉強会を
開き、再確認するようにしております。また家族会
でも話し合いの場を設け、看取りなどについて再度
ご説明をしております。

主治医作成の資料をもとに、事故発生時の対応、救
急時の対応は勉強会を定期的に実施し、職員全員で
正しい知識の習得に取り組み、実際にＡＥＤを使用
したこともあります。また連絡体制を確認し合い、
職員間の協力体制も整えています。

昼間、夜間を想定しての避難訓練、通報訓練、初期
消火訓練と実施しています。訓練の他、火災通報装
置の取り扱いについても年に２回の説明を受けてい
ます。毎年勉強会を行ったり、断水訓練も実施し、
災害時の対応（貯水槽から水を汲み、トイレや手洗
いなどに使用・お皿にラップをするなど）も行って
おります。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日
をどのように過ごしたいか、希望にそって支
援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができる
ように支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員が
一緒に準備や食事、片付けをしている。

接遇面などにおいて会議などを通して職員教育を行
い、一人ひとりに合わせた言葉掛けや対応に取り組
んでいます。強制したり、諦めたりすることなく、
その方の暮らしが実現できるよう日々工夫をしなが
ら対応しています。

食べたい物、行きたい所、ほしい物、やりたい事な
ど、普段からコミュニケーションをとり、一人ひと
りの思いや表現を逃さぬよう、また思いを表現でき
たり、自己決定ができるような環境や働き掛けに取
り組んでいます。

1日のスケジュールを決めず、その日の天候や一人ひ
とりの体調やご気分に合わせて対応しています。静
かに過ごされたい方、アクティブに過ごされたい方
など、ご様子を見ながらまたご希望を伺いながら希
望にそった支援をしています。

その日の衣類は起床後になるべくご自身で決めて頂
けるよう支援すると共に、必要であればその方の好
みや意向を探り、購入も検討しながら対応していま
す。重ね着や衣類の乱れが見られた際は、さりげな
く着こなしを援助しています。理美容は一覧表で管
理し、身だしなみに配慮しています。

メニュー係を毎年各職員に担当させ、メニューに変
化をもたせ、彩り、季節、節句などを取り入れて五
感に働きかけるようなメニュー作りに努めていま
す。誕生日はご希望メニューをご用意しています。
調理、配膳準備、盛りつけ、食器洗い、食器拭きな
どは一緒に取り組んでいます。定期的に出前・お弁
当なども頼んでおります。

株式会社フィールズ
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ
た口腔ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予
防に取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入浴
の支援をしている。

46 ○安眠や休息の支援

食事は摂取量、栄養バランスを考慮して組み立て、
結果を記録し、必要な場合は修正しながら次に繋げ
る工夫をしています。好き嫌いなどは入所前にご本
人様やご家族様から趣向を確認し、柔らかさ、大き
さなども一人ひとりに合わせると共に、食事と水分
摂取量は毎日記録しています。また季節ごとに季節
感が出るメニューにも各スタッフにアンケートをと
りながら作り替えております。

普段から食事の際はお茶をご用意して、食後に残渣
物が残らないよう注意しています。就寝時は口腔ケ
アを援助し、義歯の洗浄管理も行っています。歯科
医による定期検診を行い、口腔内管理を行っていま
す。

排泄状況を記録し、一人ひとりのリズムや状態の把
握は毎日行い、職員同士で連携して支援していま
す。安易に排泄用品に頼ることなく、トイレ案内を
増やしたりタイミングや声掛けの工夫をすること
で、自立にむけた排泄支援を行っています。

排便状況を記録し、状態の把握に努めています。牛
乳などの乳製品・プルーン・押し麦・運動・水分な
ど自然排便への取り組みを行っています。下剤が必
要な場合は医療機関と相談しながら繰り返し調整を
行い、その方に合わせて対応しています。

入浴は曜日を決める事なく、ご本人様の体調や気分
に寄り添い、お一人ずつゆっくりと入って頂いてい
ます。お誘いのタイミングや声のかけ方に工夫する
と共に、無理強いせずにシャワー浴、清拭、機械
浴、衣類交換なども含めて臨機応変に対応していま
す。

就寝時間や起床時間を含め、1日のスケジュールを決
めていないため、その方のペースに合わせて休息を
援助しています。衣類、寝具、室温等に注意すると
共に、安心感、空腹感、排泄など色々な角度から安
眠・休息を支援しています。 株式会社フィールズ
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一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。また、
普段は行けないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる。

就寝時間や起床時間を含め、1日のスケジュールを決
めていないため、その方のペースに合わせて休息を
援助しています。衣類、寝具、室温等に注意すると
共に、安心感、空腹感、排泄など色々な角度から安
眠・休息を支援しています。

お一人ずつの服薬表はすぐに確認出来るよう設置し
ています。変更があれば、その都度各職員に報告し
ております。医師・薬剤師から薬に関する情報や指
導を得ると共に、経過についての報告を行い、連携
を取りながら対応しています。

日常生活の中で自然にご自身の役割を認識されてい
る方、促す事で参加される方など、一人ひとりのお
好きな活動や出来る活動を見極めて対応していま
す。レクリエーションなどで、気分転換や楽しみの
機会も作っています。

散歩に外出したり、外出が難しい方でも敷地内のベ
ンチで日光浴など、その方の体調や気分など状況に
合わせて戸外への活動を支援しています。また季節
によってはプランターにミニトマトなどを栽培し、
収穫などもしております。

お金の所持は、ご本人様とご家族様とで相談し決め
ています。お花や化粧水など、希望品をご自身で購
入されている方もいます。

株式会社フィールズ
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしてい
る。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫してい
る。

ご入居時に新しい物を購入される必要はなく、皆様
が住み慣れた環境で安心して過ごせるように、その
方の部屋をそのまま再現できるように支援していま
す。長年使っているタンス・テレビ・布団・テーブ
ルセットなど、その方の過ごしやすい場所となるよ
う対応しております。

各所に手すりを設置すると共に、通路に面したトイ
レ・洗面所・居室は、導線とわかりやすさに配慮し
た作りになっています。レバーやスイッチなどは、
あえて手動式を取り入れています。自立した生活が
送れるよう、状況・状態に応じて取り組んでいま
す。

今年はコロナ禍のため、ご家族様との交流は面会は
玄関先にてアルコール消毒や体温測定等の健康
チェックを行い、十分に換気をしながら行っており
ます。ご家族様との関わりは心の安心へ繋がる事を
理解し、気軽に交流して頂けるよう、また交流が継
続できるよう対応しております。ご面会時には時折
写真も撮らせていただき、お送りしております。

共有スペースはご利用者様が安心・安全に暮らし、
心地よい日光や風が入るような「家」を意識して整
備しています。また、五感に働き掛けるような工夫
や強い刺激がないよう、居心地のよさにも配慮して
います。思い出の写真なども飾っております。

マスクなどをできるだけ使用し、衛生面を十分に注
意しながら、別のユニットとを行き来される方や共
有スペースにて笑顔でお喋りを楽しまれている場面
は毎日見受けられています。居室で寛がれたり、窓
やベランダから景色を眺められたりと移動は自由で
す。事務所を好まれる方もいらっしゃいます。

株式会社フィールズ
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